
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

令和２年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 令和 2年度 伊能忠敬と歩く中山道復刻事業 

事業主体 

（連絡先） 

一般社団法人 上松町観光協会（0264-52-1133 hinoki@avis.ne.jp） 

〒399-5601 長野県木曽郡上松町大字上松 159-3 

事業区分  

事業タイプ ソフト 

総事業費  983,600円（うち支援金：786,000円） 

 

① 中山道の話題性を盛り上げる 

② 街道観光を地域振興につなぐ 

③ パンフなどソフト拡充 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

新型コロナウィルスの影響で全

事業が完了しなかった。 

上松町と連携し、今後の観光事

業として地域振興に活用すること

となった。 

【探訪会の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

① 伊能忠敬が調査した中山道への関心度は非常に高く、想

定外のお問い合わせが寄せられた。実際に歩きたいとい

うご要望も多く、有望なコンテンツとしての大きな可能

性を示した。 

② 探訪会では中山道ウォーキングを開催している町外の

ガイドにもご参加いただき、史料との照らし合わせて現

地を歩く中で、町民からも今後の活用に向けたご意見を

頂戴した。中山道整備と活用は行政がくみ上げ、上松町

の事業として継続していただけることとなった。 

③ 伊能忠敬研究会からご提供いただいたアドバイスに

基づき、史実に沿ったマップを作成できた。 

伊能忠敬が歩いた中山道復刻をテーマとし、伊能隊が

実施した第 7次測量資料などを分析し、木曽地域唯一と

いわれる上松町内の未解明地帯を探求、観光コンテンツ

として地域振興に活用する。 

 

● 探求したコースの探訪会を開催 

● 昔の上松町を偲んで歩く、マップの作製 

● 中山道ウォークのモデルツアー開催※ 

 

※ 新型コロナウィルス感染拡大の緊急事態宣言が発令されたた

め、ツアー中止 

 上松町と連携し、今後の観光事業として街道観光に取り組む。 

 

● 今回の事業で得られた資料をもとに、伊能忠敬や江戸時代の旅人に寄り添った中山道探索を

進め、ウォーキング客の来訪につなげる。 

● コース途中の観光拠点や既存の食事処、トイレなどの整備・宣伝に努める 

● 新型コロナウィルスの影響で中止されたモデルツアーを実施して検証し、ガイドの養成やイ

ンバウンド観光の復刻、滞在コンテンツ充実につなげる。 


